





Cowboys, Domesticity, and Atomic Bombs:
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States Information Agency]による「アメリカ文化の認定輸出品」版まで存在した。 56USIAはDwight D. 
Eisenhower大統領主導で創設された、冷戦期における対ソ連及び反共産主義の外交・文化政策を担うアメ




の国連総会における、アイゼンハワー大統領の“Atoms for Peace Proposal”と一般に呼ばれるスピーチに
呼応するものであった。58このスピーチにおいて、アイゼンハワー大統領は、核の平和利用推進の為の国
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